





A trial of teacher education and training for improving quality of child care on a newly 
founded nursery school: As an case supporting in daily life for two-year old children
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人権保育の視点
・子どもの気持ちを大切に，個々の発達に合わせた適切な援助を行う。そのための
保育士の配置を工夫する。
・子どもが自分でできる喜びや自信を持てるようにしていく。
今期のねらい 保育士に見守られながら，自ら簡単な身の回りのことをしようとする。
今日のねらい 入室から給食開始までの一連の身の回りのことを，自ら進んでしようとする。
視点の具体化
内 容
・保育士が，子ども一人ひとりの動きに目を配れる体制を 2 人で連携してとってい
く。また，環境設定の役割分担を適切に行う。
・子どもの様子に合わせて，きめ細やかな援助やわかりやすい言葉かけで，自分で
しようとする気持ちを育てる。
時間
保育の実際
活動の流れ 環境構成
予想される
こどもの活動 援助活動・配慮事項
11：10 
11：20 
＜入室＞
・帽子，靴下
をしまう
・排泄
・手洗い
・給食
・汚れ物袋は，子
どもが入れやす
いように，カゴ
にセットする。
・泡石鹸を出す。
・机拭き，床拭き，
バケツを用意し
ておく。
・保育士は給食用
エプロン，三角
巾をつける。
・机を拭き，エプ
ロンを配る。
・給食を配膳する。
※アレルギー食の
確認をし，確実
にアレルギー児
に配膳する。
・口拭きタオルを
水で濡らし，配
る。
・デザート，おか
わりを配膳す
る。
・午睡準備をする。
（布団を敷く）
・帽子をフックに掛
け，脱いだ靴下を
汚れ物袋に入れる。
・トイレで排泄する。
・手を洗う。
・着席して，エプロ
ンをする。
・保育士に配膳して
もらう。
・食前の挨拶をし，
食事をする。
・横を向いたり，食
べこぼしが多い子
がいる。進んで食
べられない子がい
る。
・食後の挨拶をし，
タオルで口と手を
拭く。タオルとエ
プロンは汚れ物袋
に入れる。
・全体の子どもの動きを把握し，
保育士同士の連携を取り，役割
分担をしながら援助や環境を整
えていく。
・次の活動を知らせたり，友達の
姿に気づけるよう声をかけたり
して，自ら見通しを持って，進
んで行えるようにする。自分で
やろうとしたことは十分に認
め，喜びや自信に繋げていく。
・なかなか次の活動に移行できな
い子には，遊び感覚で移行して
いけるようなきっかけ作りをし
ていく。
・手洗いは，石鹸を使うよう伝え
て見守り，必要な子どもには個
別に援助する。タオルでの拭き
方が不十分のままの子が多いの
で，具体的にやり方を伝えなが
ら援助する。
・挨拶を促し，自ら進んで食べら
れるような声かけをしていく。
・食事のマナーを身に付けていけ
るような援助もしていく。（特に
座り方，姿勢）
・保育士も一緒に食卓につき，楽
しい雰囲気で食事ができるよう
に働きかける。
・タオルで口や手をきれいに拭け
ているか，また衣服が汚れてい
ないかを見て，必要に応じて援
助する。気持ちよく午睡ができ
るようにする。
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小林豊子・杉浦美紀子・松本由美子・石橋尚子／新設保育園における保育の質を確立させるための 研修の試み
う保育の基本に立ち返ることであることを学んだ。そして，それを実現化していくた
めには，保育士間の真の連携の重要性を痛感した。
　開園間もないということは，連携が重要になる乳児保育の現場において，既存の環
境の中での子どもの行動の予測が立ちにくかったり，このことから，保育士間に混乱
が生じたりすることがあることを知った。そこで，２歳児保育の生活習慣の自立を援
助する方法も保育士を含めた環境の整備が必要であることがわかった。子どもの動線
の予測を立て，環境を整備することにより，子どもたちが主体的に行えるようになっ
た。環境の整備をすると保育士が不用意に言葉をかけたり，保育士の動きにより，子
どもたちが落ち着かない雰囲気になったりすることはかなり少なくなった。これは，
担任保育士同士がその場の状況を把握し，基本の役割分担に捉われることなく，保育
士間の連携で柔軟に対応することができるようになったからである。保育の中では何
気に行われていることではあるが，保育士間の信頼のもとでの役割分担，個々の発達
を踏まえて保育士が臨機応変に対応していく柔軟性が必要であることの再確認をし
た。
５．今後の課題
　本研究を始めた当初は，保育カンファレンスで出た意見に対して「一生懸命にやっ
ているのにわかってもらえない」，「悔しい」，「悲しい」のような負の気持ちになる保
育士が多かった。カンファレンスを繰り返すうちに「言われて気づくことができた」，
「意見を受け入れられるようになった」，「他のクラスへの意見を自分のクラスに置き
換えて考えられるようになった」と他の保育士の意見を受け入れ，前向きに捉えるよ
うになっていった。それは，園内公開保育が誰のために，何のために行っているかを
一人ひとりが理解できたからだと思う。それは，今回の一連の研修活動の中で醸成さ
れた大切な保育士の資質であり，保育園の財産であると考える。
　今後もこのような園内の公開保育を繰り返しながら，一人ひとりを大切にする保育
実践を積み重ねるため，子どもに柔軟に対応できる保育士の立ち位置と役割分担につ
いて考えていきたい。
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